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喜界島のジオを知る体験教室

喜界町の公民館講座で、一般向けにジオ
パーク学習を提供する「喜界島のジオを
知る体験教室」を開催。島民の方々が島
の成立ちや自然、サンゴ礁文化に関する
知識を学び、実際に体験する講座です。
これまでに「サンゴ礁生態系をスノーケ
ルで泳いで学ぶ」「日本一の生産量を誇
るゴマの収穫を体験して喜界島の土と農
業を学ぶ」「サンゴの石垣の修復体験を
通じて喜界島のサンゴ礁文化を学ぶ」な
ど、知識と体験を通じて喜界島ジオパー
クを深く楽しく学んでいます。

喜界町は、全国の離島と同様に離島ならではの人口減少等の課題を有している。これらの課題の解決において、ジオパークの取組は有効
な手段となり得る可能性を有する。特に喜界島は、世界的な隆起速度を誇る島の成立ちや、独自のサンゴ礁文化、島をとりまくサンゴ礁生
態系などの独自性の強い地質資源を有し、自らの地域を正しく理解しその認識の上で地域の将来を考えるアイデンティティの確立において、
非常に適している地域であると考えられる。今後は、本発表で紹介した取り組みや新しい組みを発展的に展開し、島内におけるジオパーク
のアイデンティティの確立と、それを基とした地域課題の解決と地域振興に資する喜界島ジオパークの実現を目指し、日本ジオパーク認定
に向けた取組を推し進める。

今後の展望

はじめに

東経130度

喜界島は10万年で200ｍも隆起した隆起
速度がとても速い島で、立派な隆起サン
ゴ礁段丘を見ることができます。現在、
喜界島ではこの世界的にも珍しい島の地
形地質資源、その上に成り立つ独自の自
然、文化を活用して、喜界町の課題解決
や目標達成を目的として日本ジオパーク
認定に向けた活動と、島の方々にジオ
パークを理解してもらうための様々な取
組を進めています。

小中学校でのジオパーク学習

喜界島ジオパーク(構想)は、日本ジオパークネットワークの一員として、他のジオパークとの連
携強化を進めています。これまでに、ジオパーク認定に向けた、下五島ジオパーク、土佐清水
ジオパーク、三笠ジオパークへ視察に赴き、ジオパークの認定や運営についての助言をいた
だいた。また、2024年2月には、鹿児島県内の3つのジオパークを訪問し、運営の状況を学ぶ
とともに、今後の交流機会の創出について協議し、今後、相互に協力し連携を図ること

目指せ！日本ジオパーク認定 第10回記念 東経130度喜界島マラソン

喜界島は隆起サンゴ礁の大地がつくりだすアルカリ土壌によって、日本一の生産量を誇るゴマや、有機野菜の栽培が盛んである。その大地の恵みを、
食を通じで島の児童生徒に学んでもらうため、「喜界島ジオパクパク給食」と名付けた給食を2023年より開始した。この給食は、島産の食材を使用したメ
ニューが提供される時に月に1〜2回、喜界町の小中学校で実施している。2024年2月には、特別編として喜界島で生まれ島外で肥育された黒毛和牛
を給食で提供する企画を実施した。このような取り組みは、喜界島内の学校、教育委員会、防災食育センター、ジオパーク推進協議会事務局が連携し
た取組であり、ジオパークを通じた複数の関連機関の横断的な連携協力を図る機会ともなっている。

ジオパクパク給食
喜界島の大地の恵みを、食を通じて学ぶ
「喜界島ジオパクパク給食」を島内の小中
学校で実施しています。島で採れる野菜や
島の料理が提供されるときに、食材を紹介
するフライヤーを配布したり、クイズを出
題したりして、美味しく楽しみながら喜界
島の大地の恵みを学んでいます。

喜界島ジオパーク(構想)における
ジオパーク認定に向けた取組

喜界町内の小学３年生以上の児童
と中学生を対象に、島の成立ち・自
然・文化・産業を学ぶジオパーク学
習を実施しています。小学校では郷
土学習、中学校では探究学習にジオ
パーク学習を取り入れています。

サンゴの石垣修復体験

ゴマの収穫体験

島産まれの和牛をジオパクパク
給食で生徒と味わう喜界町長

喜界島は隆起サンゴ礁の大地がつくりだすアルカリ土壌によって、日本一の生産量を誇るゴマや、有機野菜の栽培が盛んである。その大地の恵みを、
食を通じで島の児童生徒に学んでもらうため、「喜界島ジオパクパク給食」と名付けた給食を2023年より開始した。この給食は、島産の食材を使用したメ
ニューが提供される時に月に1〜2回、喜界町の小中学校で実施している。2024年2月には、特別編として喜界島で生まれ島外で肥育された黒毛和牛
を給食で提供する企画を実施した。このような取り組みは、喜界島内の学校、教育委員会、防災食育センター、ジオパーク推進協議会事務局が連携し
た取組であり、ジオパークを通じた複数の関連機関の横断的な連携協力を図る機会ともなっている。

喜界島ジオパーク(構想)では、年
に1度、島内の集落において持ち回
りで開催される防災訓練を、防災に
対する意識向上の場と位置付けて、
消防・警察からの講話とともに、対
象集落に関係する災害について解説
するジオパーク防災講話を2022年よ
り開始しました。

防災訓練における防災講話

「月刊喜界島ジオパーク」連載

喜界町が毎月発行している「広報きか
い」において、島民の方々に広くジオ
パークの理解と認知向上を推進するた
め「月刊喜界島ジオパーク」の連載を
2023年11月号より開始しました。連載
では、ジオパーク学習や公民館講座の
様子など、喜界島ジオパーク(構想)の
活動や取り組みのほか、サンゴの産卵
の報告などジオサイトの出来事などを
を紹介しています。

目指せ！日本ジオパーク認定 第10回記念
東経130度 喜界島マラソン
喜界町では、毎年マラソン大会を開催して
います。2024年に開催した10回目の記念大会
は、大会名の前に「目指せ！日本ジオパーク
認定」と名付け、島内外の参加者に喜界島ジ
オパークをアピールしました。マラソンコー
スでは喜界高校に通う離島留学生が、17個所
の給水ポイントで、島にまつわるジオパーク
クイズを出題しました。

ジオパーク交流
喜界島ジオパーク(構想)では、日本
ジオパークネットワークの一員として、
他のジオパークとの連携強化を図って
います。これまでに、ジオパーク認定
に向けて3か所のジオパークに視察へ
赴きまきました。さらに、2024年2月
には、鹿児島県内の3つのジオパーク
を訪問し、ジオパークの運営の方法を
学ぶとともに、相互連携について協議
しました。今後は、県内のジオパーク
同士が協力して、お互いの活動を盛り
上げていきます！

懸垂幕の設置

喜界町役場庁舎に
「目指せ日本ジオパーク認定！」

の懸垂幕を掲示しました。

喜界町は、世界的な隆起速度を誇る島の成立ちやサンゴ礁文
化、島をとりまくサンゴ礁生態系など、独自性の強い地域資
源があり、ジオパークの取組みに適している地域であると考
えられます。ジオパークの認定に歩みだした現在は、喜界島
内におけるジオパークのアイデンティティの確立が重要であ
り、その確立を意識した活動を進めています。さらに、今後
喜界島では、日本ジオパークの認定に向けた運営体制の構築、
島民の方々と共に様々な取組と活動の推進、ジオパーク同士
の連携を図り、喜界島の地域課題の解決、そして地域振興に
資する喜界島ジオパークの実現を目指してまいります。


